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世界好配当株投信 
（野村SMA向け） 

運用報告書(全体版)
 

第12期（決算日2017年10月10日） 
 

作成対象期間（2016年10月12日～2017年10月10日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 
信 託 期 間 2005年９月29日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

世界各国の株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。 
安定した配当収益の確保に加え、中長期的な値上がり益の獲得を目指します。世界を「北米」「欧州」「アジア・オセアニア（日本を含
む）」の三地域に分割し、各地域への投資比率は概ね各地域の先進国市場の投資可能な時価総額構成比に準じた比率とします。 
実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

主な投資対象 

世界好配当株投信 
（野村SMA向け） 

世界好配当株投信 マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があ
ります。 

世界好配当株投信 
マザーファンド 

世界各国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

世界好配当株投信 
（野村SMA向け） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

世界好配当株投信 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用
については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参考指数

株   式
組 入 比 率

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円

８期(2013年10月10日) 12,375 10 40.7 44.6 96.2 － 2.5 1,382

９期(2014年10月10日) 15,018 10 21.4 19.8 98.4 － 0.5 1,103

10期(2015年10月13日) 16,942 10 12.9 12.7 98.2 － 0.2 966

11期(2016年10月11日) 15,589 10 △ 7.9 △10.9 98.4 － － 562

12期(2017年10月10日) 19,570 10 25.6 27.2 97.7 － － 711
 
＊ 基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

＊ 参考指数（＝MSCIワールド・インデックス・フリー（円換算ベース））は、MSCI World Index Free（現地通貨ベース）をもとに、当社が

独自に円換算したものです。なお、算出にあたっては、基準価額への反映を考慮して、営業日前日の指数値を営業日当日の対顧客電信売

買相場仲値で円換算しております。 

＊ MSCI World Index Freeは、MSCIが開発した指数です。 

同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停

止する権利を有しています。 

（出所）MSCI、ブルームバーグ 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式

組 入 比 率
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％

2016年10月11日 15,589 － － 98.4 － －

10月末 15,436 △ 1.0 △ 0.6 98.3 － －

11月末 16,667 6.9 8.1 97.5 － －

12月末 17,673 13.4 14.4 98.5 － －

2017年１月末 17,571 12.7 14.1 98.2 － －

２月末 17,909 14.9 15.9 97.9 － －

３月末 18,033 15.7 16.5 97.8 － －

４月末 18,003 15.5 17.2 98.0 － －

５月末 18,321 17.5 18.6 97.6 － －

６月末 18,636 19.5 20.4 97.4 － －

７月末 18,536 18.9 21.2 97.5 － －

８月末 18,401 18.0 20.4 97.3 － －

９月末 19,366 24.2 25.8 97.4 － －

(期  末)   

2017年10月10日 19,580 25.6 27.2 97.7 － －
 
＊ 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2016年10月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 参考指数は、MSCIワールド・インデックス・フリー（円換算ベース）です。参考指数は、作成期首（2016年10月11日）の値が基準価額

と同一となるように計算しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

（上 昇） トランプ米次期大統領の下での経済政策への期待が高まったこと、原油価格が上昇

したこと、ECB（欧州中央銀行）が量的金融緩和の終了時期を延長したこと、為替

市場で円が下落（円安）したこと 

（横ばい） 堅調な米経済指標や、市場予想を上回る2016年10-12月期の欧米企業決算を好感した

こと、一方、トランプ米政権の政策実行力への不安が高まったこと、米軍によるシ

リア攻撃や北朝鮮を巡る地政学的リスクの高まりから投資家のリスク回避姿勢が強

まったこと、為替市場で円が上昇（円高）したこと 

（上 昇）フランス大統領選挙で独立系中道候補のマクロン氏の勝利への期待が高まったこと、

堅調な米経済指標や、市場予想を上回る2017年１-３月期、および４-６月期の欧米

企業決算を好感したこと 

（上 昇） 米朝の軍事衝突への警戒感が後退したこと、トランプ米政権の税制改革期待が高

まったこと、年内の米利上げ観測の高まりなどを背景に為替市場で円が下落したこと 
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○投資環境 

当期の世界の株式市場は、原油価格の下落や2016年11月初旬の米大統領選挙を巡る不透明感

の高まりを背景に下落して始まりました。米次期大統領にトランプ氏が選出された後は、同氏

の掲げる経済政策への期待などから上昇に転じ、その後は原油価格の上昇や、ECBが量的金融

緩和の延長を発表したことなどを受けて上昇傾向をたどりました。2017年３月以降も、オバマ

ケア（医療保険制度改革法）の代替法案が撤回に追い込まれるなどトランプ米政権の政策実行

力への不安や、中東や北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりなどが投資家心理に影響する場面も

ありましたが、欧米企業の堅調な決算内容などが下支えする中、４月下旬のフランス大統領選

挙の結果を受け、欧州政治への過度の懸念が後退したことなどが好感され堅調な展開となりま

した。また、イエレンFRB（米連邦準備制度理事会）議長が７月の議会証言で利上げを急がな

い姿勢を示したことや、トランプ米政権の税制改革期待の高まりなどが支援材料となり、当期

末にかけて上昇基調を維持し、当期において世界の株式市場は上昇しました。 

一方、為替市場では、当期初、トランプ米次期大統領が掲げる経済政策への期待や、米国の

利上げ観測の高まりを背景に米ドル高、円安基調に転じました。2017年の年明け以降は、地政

学リスクの高まりなどを受け、円高が進行したものの、期を通じては米ドル高・円安となりま

した。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［世界好配当株投信（野村SMA向け）］ 

主要投資対象である［世界好配当株投信 マザーファンド］受益証券を、期を通じておおむ

ね高位に組み入れました。 

 

［世界好配当株投信 マザーファンド］ 

・組入比率 

株式（投資信託証券を含む）組入比率はおおむね高位を維持しました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 地域別比率につきましては、北米、欧州、アジア・オセアニア（日本を含む）の三地域

の投資比率が、おおむね各地域の先進国市場の投資可能な時価総額構成比に準じたもの

になるように留意しながら運用しました。 

（２） 業種別比率につきましては、配当利回りの水準、増配の継続性、および配当利回りで見

た割安度の判断から、ヘルスケア、電気通信サービスなどをオーバーウェイト（参考指

数に比べ高めの投資比率）としました。一方、一般消費財・サービス、素材などをアン

ダーウェイト（参考指数に比べ低めの投資比率）としました。 

（３） 銘柄につきましては、配当利回りや増配実績などの観点から割安と判断できる、

MICROSOFT CORP（米国／ソフトウェア）、APPLE INC（米国／コンピュータ・周辺機
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器）、JPMORGAN CHASE & CO（米国／銀行）、ROCHE HOLDING（スイス／医薬品）、

MASTERCARD INC（米国／情報技術サービス）などを組入上位銘柄としました。 

（４） 為替につきましては、ヘッジ（為替の売り予約）はしておりません。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません｡ 

コメント・グラフは､基準価額と参考指数の

騰落率の対比です｡ 

 

当期は、参考指数としているMSCIワールド・

インデックス・フリー（円換算ベース）が27.2％

の上昇となったのに対して、基準価額は25.6％

の上昇となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①業績が金利動向の影響を受けやすく、今後の

金利上昇見通しを背景にアンダーウェイト

としていた不動産セクターの株価騰落率が

参考指数を下回ったこと 

②米国の景気回復期待を背景に、過去からの増

配実績を評価してオーバーウェイトとして

いた米国の資本財・サービス株や、業績見通しと比べ株価の割安度が高く、増配の可能性も

見込めることからオーバーウェイトとしていた米国の金融株などの株価騰落率が参考指数

を上回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①相対的に配当利回りが高いことや今後の配当の継続性などの観点からオーバーウェイトと

していた電気通信サービスセクターや、収益力や増配の実績、および配当利回りで見た割安

度の判断からオーバーウェイトとしていたヘルスケアセクターの株価騰落率が参考指数を

下回ったこと 

②業績見通しと比べ株価の割安度が高いことなどからオーバーウェイトとしていたイスラエ

ルのヘルスケア株や、相対的に配当利回りが高く、今後の業績回復を期待してオーバーウェ

イトとしていた米国の一般消費財・サービス株などの株価騰落率が参考指数を下回ったこと 
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◎分配金 

（１） 収益分配金につきましては、配当等収益を中心に１万口当たり10円とさせていただきま

した。 

（２） 留保益の運用につきましては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第12期 

2016年10月12日～ 
2017年10月10日 

当期分配金 10 

(対基準価額比率) 0.051％

 当期の収益 10 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 9,864 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［世界好配当株投信 マザーファンド］ 

運用チームは、当ファンドの投資方針である、安定的な配当収入を得ながら中長期の値上が

り益の獲得を目指すために、長期にわたって自信を持って保有できる配当実績のある優れた企

業の株式を配当利回りで見て割安な水準で投資していくことを目指します。企業業績の「果実」

である現金配当を分配金の形で定期的に得ながら、短期的な値動きに左右されず中長期で株価

の値上がり益を狙いたい投資家の方々を念頭に今後も運用を行なってまいります。 

ポートフォリオの構築に際しては、①主要国の金融政策や景気見通しが修正されるような状

況、②新興国での財政引き締めや金融引き締めによる需要の減速が世界経済全体に波及するよ

うな状況、③政治的、地政学的なリスクが高まるような状況、などのリスク要因も意識した上で、 

（１） 安定した収益力と増配実績が確認でき、今後も業績の拡大が期待できる企業群、 

（２） 景気変動の波を超えて収益を生み出せる、差別化された商品や技術力、あるいはビジネ

スモデルを持った企業群、 

（３） 経営改革に注力し、収益性や株主還元策の改善が期待できる企業群、 

などに注目していく方針です。 

当ファンドで保有する企業の多くは収益基盤を着実に拡大させている一方、比較的多額の現

金を保有していることから、引き続き増配や自社株買い戻しによる株主還元の拡大が期待され

ます。運用チームは、弊社のグローバル調査体制を活用し、企業とのコンタクトを通じて、「質

の高い企業を、配当利回りで見て割安な水準で買う」というシンプル、かつ有効性を示す実証

分析が多い投資手法に注目することで、運用資産の長期的な成長を目指してまいります。 

また、引き続き株式の組入比率を高位に保ち、北米、欧州、アジア・オセアニア（日本を含

む）の三地域への投資比率が、おおむね各地域の先進国市場の投資可能な時価総額構成比に準

じたものになるようにすることで、通貨分散を図りながら運用資産の長期的な成長を目指して

まいります。 

なお、ファンドは組入外貨建資産について為替ヘッジを行なわないことを基本とします。 

 

［世界好配当株投信（野村SMA向け）］ 

主要投資対象である［世界好配当株投信 マザーファンド］受益証券の組み入れを高位に維

持し、基準価額の向上に努めます。 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2016年10月12日～2017年10月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 125  0.700 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 96)  (0.539) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 10)  (0.054) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 19)  (0.108) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.046  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.046)  

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.011  (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.011)  

（d） そ の 他 費 用 4   0.021  (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.018) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 139   0.778   

期中の平均基準価額は、17,879円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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世界好配当株投信（野村SMA向け）

○売買及び取引の状況 (2016年10月12日～2017年10月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
世界好配当株投信 マザーファンド 25,732 59,058 25,772 61,495

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2016年10月12日～2017年10月10日) 

 

項 目 
当 期 

世界好配当株投信 マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 21,644,622千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 48,882,611千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.44  
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年10月12日～2017年10月10日) 

 

＜世界好配当株投信（野村SMA向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜世界好配当株投信 マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 6,037 － － 15,607 58 0.4

為替直物取引 1,468 46 3.1 12,212 291 2.4

平均保有割合 1.4%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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世界好配当株投信（野村SMA向け）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 312千円
うち利害関係人への支払額（B） 0.687千円

（B）／（A） 0.2％  
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村

證券株式会社、野村信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2017年10月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

世界好配当株投信 マザーファンド 281,901 281,861 710,150
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年10月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

世界好配当株投信 マザーファンド 710,150 99.4

コール・ローン等、その他 4,349 0.6

投資信託財産総額 714,499 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊世界好配当株投信 マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（45,288,519千円）の投資信託財産総額（49,628,973千円）に

対する比率は91.3％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝112.76円、１カナダドル＝

89.89円、１英ポンド＝148.29円、１スイスフラン＝115.14円、１スウェーデンクローナ＝13.87円、１デンマーククローネ＝17.79円、１ユー

ロ＝132.43円、１香港ドル＝14.45円、１シンガポールドル＝82.83円、１新台湾ドル＝3.71円、１豪ドル＝87.61円。 

 

 

親投資信託残高 
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世界好配当株投信（野村SMA向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年10月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 714,499,121  

 コール・ローン等 4,348,581  

 世界好配当株投信 マザーファンド(評価額) 710,150,540  

(B) 負債 2,926,193  

 未払収益分配金 363,600  

 未払解約金 81,698  

 未払信託報酬 2,469,553  

 未払利息 4  

 その他未払費用 11,338  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 711,572,928  

 元本 363,600,302  

 次期繰越損益金 347,972,626  

(D) 受益権総口数 363,600,302口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,570円
 

（注）期首元本額は360,636,855円、期中追加設定元本額は32,527,408

円、期中一部解約元本額は29,563,961円、１口当たり純資産額

は1.9570円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託す

る為に要する費用、支払金額139,426,555円。（世界好配当株投信

マザーファンド） 

○損益の状況 (2016年10月12日～2017年10月10日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △      1,192  

 支払利息 △      1,192  

(B) 有価証券売買損益 143,068,133  

 売買益 151,689,757  

 売買損 △  8,621,624  

(C) 信託報酬等 △  4,765,115  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 138,301,826  

(E) 前期繰越損益金 59,699,384  

(F) 追加信託差損益金 150,335,016  

 (配当等相当額) (  160,912,939) 

 (売買損益相当額) (△ 10,577,923) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 348,336,226  

(H) 収益分配金 △    363,600  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 347,972,626  

 追加信託差損益金 150,335,016  

 (配当等相当額) (  161,046,988) 

 (売買損益相当額) (△ 10,711,972) 

 分配準備積立金 197,637,610  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
 

 
（注）分配金の計算過程（2016年10月12日～2017年10月10日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2016年10月12日～ 
2017年10月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 18,937,967円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 64,573,548円

c. 信託約款に定める収益調整金 161,046,988円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 114,489,695円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 359,048,198円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 9,874円

g. 分配金 363,600円

h. 分配金(１万口当たり) 10円
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世界好配当株投信（野村SMA向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①スワップ取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信託協会規則に従って

評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

②外国為替予約取引に係る担保授受に関する規定を追加する所要の約款変更を行いました。

 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 
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